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株式会社山上スクリーン印刷

商圏を全国へと広げた
スクリーン印刷屋

印刷可能な素材を増やし、
多品種小ロットの需要に応える

スクリーン印刷とは、金属加工物やプラス

チック製品、ガラスなどの素材に直接印刷を

する技術のこと。1984( 昭和 59) 年創業の山

上スクリーン印刷は燕三条の工業製品のプリ

ントを請け負ってきた。2 代目の現社長に変

わってからはデザイン性の高いプリントや単

価の向上を目指し、県外への営業にも注力。

その戦略の中でホームページを作成し、ネッ

ト販売も強化するようになった。当時、同業

者でネット販売に力を入れている会社は少な

く、全国から問い合せを貰うようになった。
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株式会社山上スクリーン印刷
新潟県三条市三貫地新田 880-4

0256-38-1438

https://www.silkscreen.co.jp

グラスの印刷をホームページに
掲載したことで、注文が殺到！

印刷以外の彫刻やカットも可能
となり、顧客ニーズに対応

利幅の残る自社製品で、
さらに販路を広げたい

ある時、グラスに自社のロゴをプリントして

ホームページに掲載。すると、飲食店や飲料

メーカーなどからグラス印刷の問合せが殺到。

同業社の多くが多品種小ロットをしていないこ

と、 HP を活用している会社が少ないことが原

因だった。しかし、自社では設備が足らず、受

注を断るケースも。そこで、ものづくり補助金

を活用し、プリントしたグラスを焼成する大型

の電気炉と様々な素材にフルカラー印刷ができ

る特殊なプリンター及び木材、アクリルに彫刻

やカットができるレーザー加工機を購入した。

ガラスやプラスチック、金属など様々な素材へ

の印刷が可能となったことで、注文の幅が広

がった。また、以前の電気炉は数十本程度の小

規模生産しかできなかったが、新たな電気炉は

100 本以上焼成できる 3 倍の容量となり、生産

性の大幅な向上に成功した。土地柄、金属への

印刷は同業が多くいるが、他素材はまだ少ない。

現在は、消しゴムや木材、瓶への印刷など扱え

る素材の幅をさらに広げている。特に A ３以

下の小さな製品に注力し、効率を上げていきた

いと思案している。

小さい会社が大手と
取引できるのは、イ
ンターネットのおか
げ。HP を通して県
内外から問合せをい
ただいています。

代表取締役

今後はただの印刷の請負業者としてではな

く、自社製品の開発にも力をいれたい。最

近はグラスプリントの他に購入したプリン

ターで、インクを密着させることが難し

かったステンレス素材のミラーの裏面にフ

ルカラー印刷することに成功し、好評を得

ている。また、補助金を活用したことで、

短納期で小ロット且つ色数の多いデザイン

も可能となった。上記２点から新潟で活躍

しているイラストレーターやデザイナーと

コラボし、商品化することも視野にいれて

いる。将来は展示会にも積極的に参加し、

特にノベルティ業者との接点を増やしてい

きたい。

■ 印刷業
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